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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月17日(2014.6.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、鉱物材料（無機物質）製の水性調製物を防腐するための方法に関し、本方法
によって得られた防腐された水性調製物に関し、鉱物材料製の水性調製物中での防腐剤化
合物の使用に関する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機物質製の水性調製物を防腐するための方法であって、
（ａ）少なくとも１つの無機物質製の水性調製物を用意するステップ、
（ｂ）ステップａ）の水性調製物に対して、リチウムイオンの１つ以上の供給源を、水性
調製物中のリチウムイオンの総量が、前記調製物中の水と比較して計算すると７５０から
３０００ｐｐｍ未満になるような量で添加するステップ、
（ｃ）ステップａ）の水性調製物に対して、ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／
またはマグネシウムイオンの１つ以上の供給源を、水性調製物中のナトリウムおよび／ま
たはカリウムおよび／またはマグネシウムイオンの総量が、前記調製物中の水と比較して
計算すると３０００から７５００ｐｐｍ未満になるような量で添加するステップを含むこ
とを特徴とし、
ここで、ステップ（ｂ）および（ｃ）は、同時に実施し得、または任意の順序で個別に実
施され得る方法。
【請求項２】
　前記水性調製物が、水性調製物の総重量に対する乾燥重量により、１から８５％の固形
分を有することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップａ）の前記水性調製物が、６から１０．５のｐＨ値を有することを特徴とする
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ステップａ）の前記水性調製物が５０から８００ｍＰａ・ｓの粘度を有することを特徴
とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記無機物質が、天然物または合成物であり、および炭酸カルシウム、カオリン、カオ
リン質粘土、焼成カオリン質粘土、滑石、硫酸カルシウム、石英、アタパルジャイト、モ
ンモリロン石、珪藻土、微粉状シリカ、酸化アルミニウム、水酸化アルミニウム、シリケ
ート、軽石、海泡石、ドロマイト、沈降炭酸カルシウムを含む複合顔料材料、雲母、二酸
化チタンおよびこれらの混合物からなる群より選択されることを特徴とする、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記無機物質が、重質炭酸カルシウム、沈降炭酸カルシウム、ドロマイト、カオリン、
カオリン質粘土、焼成カオリン質粘土およびこれらの混合物からなる群より選択されるこ
とを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記リチウムイオンがリチウム塩から選択される水溶性リチウム化合物の形態で提供さ
れることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記リチウム塩が、炭酸リチウム、リチウムのポリマー性塩および炭酸リチウムとリチ
ウムのポリマー性塩との混合物から選択されることを特徴とする、請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
　リチウムの前記ポリマー性塩が、アクリルホモポリマー、アクリルコポリマーのリチウ
ム塩、ポリリン酸塩ならびにこれらの混合物から選択されることを特徴とする、請求項８
に記載の方法。
【請求項１０】
　リチウムの前記ポリマー性塩が、ポリリン酸Ｌｉ２Ｎａ２、ヘキサメタリン酸リチウム
－ナトリウムまたはポリアクリル酸リチウムであることを特徴とする、請求項９に記載の
方法。
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【請求項１１】
　前記リチウム塩が炭酸リチウムであることを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記水溶性リチウム化合物が炭酸リチウムとリチウムのポリマー性塩との混合物である
実施形態において、前記炭酸リチウム：リチウムのポリマー性塩の重量比が５０：５０か
ら９９．９：０．１であることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　前記リチウムイオンが、水性調製物中のリチウムイオンの総量が、前記調製物中の水と
比較して計算すると７５０から１５００ｐｐｍになるような量で、ステップａ）の水性調
製物に提供されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウムイオンが、炭酸ナ
トリウムおよび／または炭酸カリウムおよび／または炭酸マグネシウム、塩化ナトリウム
および／または塩化カリウムおよび／または塩化マグネシウム、塩化ナトリウムおよび／
または塩化カリウムおよび／または塩化マグネシウムとナトリウムおよび／またはカリウ
ムおよび／またはマグネシウムのポリマー性塩との混合物、ならびに炭酸ナトリウムおよ
び／または炭酸カリウムおよび／または炭酸マグネシウムとナトリウムおよび／またはカ
リウムおよび／またはマグネシウムのポリマー性塩との混合物から選択される水溶性ナト
リウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウム化合物の形態で提供されるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記水溶性ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウム化合物は、
炭酸ナトリウムおよび／または炭酸カリウムおよび／または炭酸マグネシウムから選択さ
れることを特徴とする、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記水溶性ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウム化合物は、
炭酸ナトリウムであることを特徴とする、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウムイオンが、水性調
製物中のナトリウムイオンの総量が、前記調製物中の水と比較して計算すると５０００か
ら７０００ｐｐｍになるような量で、ステップａ）の水性調製物に提供されることを特徴
とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　ステップｂ）の前記リチウムイオンとステップｃ）の前記ナトリウムおよび／またはカ
リウムおよび／またはマグネシウムイオンとが、ステップａ）の水性調製物に対して同時
に添加されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　ステップｂ）の前記リチウムイオンとステップｃ）の前記ナトリウムおよび／またはカ
リウムおよび／またはマグネシウムイオンとが、ステップａ）の水性調製物に対して個別
に添加されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記リチウムイオンがポリマー性塩を介して提供される場合、リチウムのポリマー性塩
が、前記ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウムイオンより先に
添加されることを特徴とする、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウムイオンがポリマー
性塩を介して部分的に提供される場合、ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／また
はマグネシウムのポリマー性塩が、前記リチウムイオンより先に添加されることを特徴と
する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
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　リチウムと、マグネシウムおよび／またはナトリウムおよび／またはカリウムとを組み
合わせた際に形成される殺生物剤以外の殺生物剤は、本発明の方法には使用されないこと
を特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／またはマグネシウムイオンならびに前
記リチウムイオンの添加後に、前記水性調製物を乾燥して乾燥生成物を得ることを特徴と
する、請求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　請求項１から２２のいずれかに記載の方法によって得ることができる水性調製物。
【請求項２５】
　サーマス属種（Ｔｈｅｒｍｕｓ　ｓｐ．）、プロピオニバクテリウム属種（Ｐｒｏｐｉ
ｏｎｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）、ロドコッカス属種（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓ
ｐ．）、パンニノバクター属種（Ｐａｎｎｉｎｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．）、カウロバクタ
ー属種（Ｃａｕｌｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．）、ブレバンディモナス属種（Ｂｒｅｖｕｎｄ
ｉｍｏｎａｓ　ｓｐ．）、アスチッカコーリス属種（Ａｓｔｉｃｃａｃａｕｌｉｓ　ｓｐ
．）、スフィンゴモナス属種（Ｓｐｈｉｎｇｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．）、リゾビウム属種（
Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐ．）、エンシファー属種（Ｅｎｓｉｆｅｒ　ｓｐ．）、ブラデ
ィリゾビウム属種（Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐ．）、テピジモナス属種（Ｔｅ
ｐｉｄｉｍｏｎａｓ　ｓｐ．）、テピディセラ属種（Ｔｅｐｉｄｉｃｅｌｌａ　ｓｐ．）
、アクアバクテリウム属種（Ａｑｕａｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）、ペロモナス属種（
Ｐｅｌｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．）、アルカリゲニス属種（Ａｌｃａｌｉｇｅｎｉｓ　ｓｐ．
）、アクロモバクター属種（Ａｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．）、ラルストニア属種
（Ｒａｌｓｔｏｎｉａ　ｓｐ．）、リムノバクター属種（Ｌｉｍｎｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐ
．）、マッシリア属種（Ｍａｓｓｉｌｉａ　ｓｐ．）、ヒドロゲノファガ属種（Ｈｙｄｒ
ｏｇｅｎｏｐｈａｇａ　ｓｐ．）、アシドボラックス属種（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ｓｐ
．）、クルビバクター属種（Ｃｕｒｖｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐ．）、デルフチア属種（Ｄｅ
ｌｆｔｉａ　ｓｐ．）、ロドフェラックス属種（Ｒｈｏｄｏｆｅｒａｘ　ｓｐ．）、アリ
シェワネラ属種（Ａｌｉｓｈｅｗａｎｅｌｌａ　ｓｐ．）、ステノトロフォモナス属種（
Ｓｔｅｎｏｔｒｏｐｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．）、ドクドネラ属種（Ｄｏｋｄｏｎｅｌｌａ
　ｓｐ．）、メチロサイナス属種（Ｍｅｔｈｙｌｏｓｉｎｕｓ　ｓｐ．）、ハイフォミク
ロビウム属種（Ｈｙｐｈｏｍｉｃｒｏｂｉｕｍ　ｓｐ．）、メチロスルフォモナス属種（
Ｍｅｔｈｙｌｏｓｕｌｆｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．）、メチロバクテリア属種（Ｍｅｔｈｙｌ
ｏｂａｃｔｅｒｉａ　ｓｐ．）、プセウドモナス属種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．
）およびこれらの混合物からなる群より選択される細菌に対して防腐されることを特徴と
する、請求項２４に記載の水性調製物。
【請求項２６】
　プセウドモナスプチダ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ）、プセウドモナスメ
ンドシナ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｍｅｎｄｏｃｉｎａ）、プセウドモナスフルオレセ
ンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、プセウドモナスアルカリゲ
ネス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ）、プセウドモナスプセウドア
ルカリゲネス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｓｅｕｄｏａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ）、プセ
ウドモナスエントモフィラ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｅｎｔｏｍｏｐｈｉｌａ）、プセ
ウドモナスシリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、メチロバクテリ
ウムエキストロクエンス（Ｍｅｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｅｘｔｏｒｑｕｅｎｓ）
、メチロバクテリウムラディオトレラントス（Ｍｅｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａ
ｄｉｏｔｏｌｅｒａｎｔｓ）、メチロバクテリウムジクロロメタニカム（Ｍｅｔｈｙｌｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｃｈｌｏｒｏｍｅｔｈａｎｉｃｕｍ）、メチロバクテリウムオ
ルガノフィル（Ｍｅｔｈｙｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｏｒｇａｎｏｐｈｉｌｕ）、ハイフ
ォミクロビウムザバルジニ（Ｈｙｐｈｏｍｉｃｒｏｂｉｕｍ　ｚａｖａｒｚｉｎｉ）およ
びこれらの混合物からなる群より選択される細菌に対して防腐されることを特徴とする、
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請求項２５に記載の水性調製物。
【請求項２７】
　製紙における使用、または塗料配合物における請求項２４から２６のいずれかに記載の
水性調製物の使用。
【請求項２８】
　請求項２３の方法によって得ることができる乾燥生成物。
【請求項２９】
　プラスチック、食品、飼料または化粧品用途における、請求項２８に記載の乾燥生成物
の使用。
【請求項３０】
　無機物質製の水性調製物中の防腐剤としての、
（ａ）水性調製物中のリチウムイオンの総量が、前記調製物中の水と比較して計算すると
７５０から３０００ｐｐｍ未満になるような量のリチウムイオンの１つ以上の供給源、な
らびに
（ｂ）ステップａ）の水性調製物に対して、ナトリウムおよび／またはカリウムおよび／
またはマグネシウムイオンの１つ以上の供給源を、水性調製物中のナトリウムイオンの総
量が、前記調製物中の水と比較して計算すると３０００から７５００ｐｐｍ未満になるよ
うな量で添加して
を含む組成物の使用。
【請求項３１】
　殺生物活性を付与するさらなる添加剤が使用されないことを特徴とする、請求項３０に
記載の使用。
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